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・ ９月の英国の消費者物価は前年比＋5.2％と前月（同＋4.5％）から上昇率が大幅に拡大（左）。８・

９月に相次いだ電力・ガス大手の料金値上げを反映した住宅用燃料価格の大幅な上昇（前月：同＋

7.7％→同＋18.3％）は事前に予想されていた通りで、前月からの物価上昇率の加速分＋0.7％ポイン

トのうち＋0.5％ポイントを占めた。さらに、コア物価の上昇率加速（同＋3.1％→同＋3.3％）も物価

の上押し要因に。コア物価の内訳は、月毎の振れが大きい輸送サービス（航空運賃など）の上昇率が

最加速した（同＋8.5％→同＋12.8％）ほか、携帯電話料金や中古車価格の上昇率が加速した（右）。 

・ 10月６日のＭＰＣで量的緩和策の再拡大を決めたＢＯＥは、これまでも消費者物価が今後数ヶ月の間

に前年比＋５％を超える可能性があると指摘。今回の物価上昇率の上振れも想定の範囲内と言える。

特殊要因の剥落後に物価上昇率が縮小に向かうとの基本シナリオに変化はない。今回の物価統計の上

振れも、景気減速に呼応してＢＯＥが量的緩和の更なる積み増しに動く障害とはならないだろう。 

■英国の消費者物価（前年比） ■英国のコア消費者物価の要因分解（前年比）

注：コア物価は食料・タバコ・アルコール・エネルギー除く

出所：英連邦統計局 出所：英連邦統計局
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■英国の消費者物価（％）

2010 2011 2011
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

消費者物価 （前期比） 1.0 1.5 1.5 0.6 0.7 0.3 1.0 0.2 -0.1 -0.0 0.6 0.6
（前年比） 3.4 4.1 4.4 4.7 4.4 4.0 4.5 4.5 4.2 4.4 4.5 5.2

コア消費者物価 （前年比） 2.8 3.2 3.3 3.2 3.4 3.2 3.7 3.4 2.7 3.2 3.2 3.4
食料品 （前年比） 5.4 5.7 5.7 6.2 6.1 4.4 4.4 5.8 6.9 6.2 6.2 6.4
アルコール （前年比） 3.8 4.3 7.0 6.9 4.0 3.4 6.0 8.0 6.9 8.0 6.6 6.1
タバコ （前年比） 8.3 7.6 11.3 12.5 7.5 7.4 11.3 11.2 11.7 12.0 12.3 13.1
エネルギー （前年比） 4.8 9.3 10.1 13.7 9.7 10.1 9.6 9.9 10.8 10.7 12.3 18.1

住宅用燃料 （前年比） -1.0 3.4 6.5 10.8 4.2 4.7 6.6 6.2 6.5 6.5 7.7 18.3
自動車燃料 （前年比） 11.5 15.7 13.8 16.6 15.9 15.9 12.8 13.7 15.1 15.1 17.0 17.8

注：消費者物価の前期比は季節調整前。コア消費者物価は食料・アルコール・タバコ・エネルギーを除く。
出所：英連邦統計局  


